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C O N T E N T S
・オープンキャンパスでダイバーシティ推進室企画を実施しました

・ダイバーシティに係る研究者メンター制度とWeb相談窓口について

・育児サポートの制度をぜひご利用ください

・女性研究者の研究力向上のための支援をしています

・ワーク・ライフ・バランスのため、研究者への支援をしています



時代の変化とともに、日本でも浸透してきた「ダイバーシティ」とい

う言葉。働き方改革によりニュースや職場でも幅広く使われ多くの

人が何気なく使う言葉ですが、果たしてその本当の意味を正しく

理解できているでしょうか。ダイバーシティという言葉は、通常は日

本語で「多様性」を表し、性別

理工学研究科理学野 飯沼裕美先生の 「ホッと安心できた瞬間」室長ごあいさつ

イベント
オープンキャンパスでダイバーシティ推進室企画を実施しました

７月２7日（日）、水戸キャンパスにて実施された２０２４オープンキャンパスにて「イバダイで女性

研究者になる未来！見て！！聞いて！！」と題し、ダイバーシティ推進室の企画を実施しました。

常設として、昨年度「女性エンパワーメント支援制度」を利用した９名の先生方の研究紹介ポス

ターを掲示し、ご覧になった方からは「茨城大学でこのような研究をしている先生がいるとは知

らなかった」「女性の研究者がこんなに多くいるんですね」などの感想をいただきました。

また、昨年度「若手・女性研究者支援事業」で採択された学生３名の研究発表と質疑応答などを

含めた佐藤ダイバーシティ推進室長とのディスカッションを午前・午後に１回ずつ開催しました。

中高生のみならず保護者も多数参加し「日立キャンパスは男性が多いイメージだが、女子学生が

不便に感じることはないか」などの質問に学生の立場から答えていました。午前の部は立ち見

が出たり、イベント終了後には高校生が学生に直接質問をする場面もあり、盛況のうちに終える

ことができました。

研究発表・ディスカッションの様子

ポスター展示の様子

アンケートに答えてくださった方にはダイバー
シティ推進室のグッズをプレゼントしました



・託児利用料補助事業

休日勤務や病児･病後保育などで託児サービスを利用する場合の

利用料を補助する制度です。託児事業者の指定はありませんので、

利用者のご都合に合わせて選択していただけます。

研究者支援
ダイバーシティに係る研究者メンター制度とWeb相談窓口について

本制度は妊娠・出産・育児や介護などのライフイベントと研究の両立で悩む研究者（メンティー）の

ために、指導や助言を行い、相談に応じる者（メンター）を配置するもので、メンティーが自発的な

解決に向けてメンターの支援を得ることを目的としています。

メンターはダイバーシティ推進委員会の教員で構成されています。

令和６年度 ダイバーシティに係る研究者メンター（相談員）

部局名 職名 氏名

人文社会科学野 准教授 長田 華子

教育学野 准教授 杉本 憲子

基礎自然科学野 教授 野田 悟子

応用理工学野 准教授 王 瀟岩

応用生物学野 准教授 庄山 紀久子

また、ダイバーシティ推進室では教職員の仕事と育児・介護の両立、キャリア形成

などの相談をダイバーシティ推進室HPのWeb相談窓口から受け付けています。

詳細などについては（こちら）をご覧ください。

ワーク・ライフ・バランス
育児サポートの制度をぜひご利用ください

ダイバーシティ推進室では、仕事と育児の両立支援の取組の一環として、託児利

用料補助事業を実施しています。

各事業の詳細については、ダイバーシティ推進室HP（こちら）をご確認ください。

https://www.ibaraki.ac.jp/diversity/consultation/index.html
https://www.ibaraki.ac.jp/diversity/index.html


所属 職名 氏名 研究テーマ

人文社会科学野 講師 笹野 美佐恵
アジア5都市の少子化に関する総合的研究

：価値観・実態・制度の比較

教育学野 准教授 池庄司 規江
災害記憶の継承システムの構築

－地域と学校への社会的実装に向けて―

教育学野 助教 李 満紅
日中における初等・中等国語科教育法の共同研究と開発

－魯迅と日本文学を中心に－

基礎自然科学野 准教授 二橋 美瑞子 昆虫の微細構造形成の分子メカニズムの解析

基礎自然科学野 准教授 諸岡 歩希
農村地域における社会生態系の変容と
共存する昆虫類の遺伝的多様性の変化

応用理工学野 助教 福村 真紀子
地方観光地における「ダイバーシティ・マネジメント」

のための調査研究

応用生物学野 准教授 浅木 直美 ウコンによる窒素吸収とクルクミン含有率との関係解析

応用生物学野 講師 高瀬 唯
地域社会における自然体験の世代間伝承に関する

行動の既定要因の解明

応用生物学野 准教授 七夕 小百合
ダイズにおける根粒形成オートレギュレーションと

免疫応答の関連性の解明

研究者支援
女性研究者の研究力向上のための支援をしています

女性エンパワーメント支援制度

教育･研究･社会貢献の分野において活躍が認められ、より高い研究力・指導力向上を

目指す女性研究者を顕彰し、研究費を助成する制度です。本研究制度をインセンティ

ブとして、女性研究者が国内外において活躍するリーダーに成長することを期待して

います。今年度は助成額を1人あたり上限30万円として利用者を募集しました。

◇令和６年度「女性エンパワーメント支援制度」採択者一覧

令和５年度に女性エンパワーメント支援を受けた先生方の研究内容紹介等については、

ダイバーシティニューズレターvol.２９(２０２４年３月発行)でご覧いただけます。

https://www.ibaraki.ac.jp/diversity/uploads/2024/03/ibadai_diversity_NL29_1.pdf


時代の変化とともに、日本でも浸透してきた「ダイバーシティ」とい

う言葉。働き方改革によりニュースや職場でも幅広く使われ多くの

人が何気なく使う言葉ですが、果たしてその本当の意味を正しく

理解できているでしょうか。ダイバーシティという言葉は、通常は日

本語で「多様性」を表し、性別

所属 職名 氏名

基礎自然科学野 准教授 諸岡 歩希

応用理工学野 教授 福岡 泰宏

応用理工学野 准教授 車谷 麻緒

応用理工学野 教授 池田 輝之

応用理工学野 准教授 鵜野 克宏

応用理工学野 教授 江口 美佳

応用生物学野 准教授 浅木 直美

応用生物学野 助教 林 暁嵐

ライフイベント研究支援員制度

出産･育児･介護等のライフイベントに直面している研究者を対象に、一定期間ライフ

イベント研究支援員を配置して、ライフイベントと研究の両立を図る制度です。今年度

は助成額を1件あたり9万円として利用者を募集しました。

◇令和６年度「ライフイベント研究支援員制度」採択者一覧

研究者支援
ワーク・ライフ・バランスのため、研究者への支援をしています

研究復帰支援制度

出産･育児･介護等のライフイベントのためにやむを得ず研究を一時中断し、その後復帰

した研究者を対象に、本格的な研究再開のためのスタートアップ支援として研究復帰支

援費（研究費）を助成する制度です。今年度は助成費を1人あたり上限25万円として利

用者を募集しました。

所属 職名 氏名 研究テーマ

人文社会科学野 助教 瀬尾 悠希子
日本語教員養成課程のレリバンス解明に向けた

予備的研究

教育学野 准教授 永尾 敬一 未来を含む複素作用理論

応用生物学野 講師 高瀬 唯
地域社会における自然体験の世代間伝承に関する

行動の規定要因の解明

◇令和６年度「研究復帰支援制度」採択者一覧
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